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１．本校の図書室の様子

蔵書数
17,786冊

(28年度末時点)



洋書のコーナーも
あります



２．本校の英語科のカリキュラム

３学年とも４時間／週

・英語Ａ（３時間／週）

・・・教科書の本文や文法指導中心

・英語Ｂ（１時間／週）

・・・場面別のコミュニケーション活動やテーマ別の

自己表現活動が中心



今年度は、１年生と３年生の英語Ｂを担当してい
ます。

主にspeaking活動とwriting活動に力を入れて
います。



３．私の卒業論文のテーマ

New Uses of Literature in English Classes;

How to Encourage Students to Appreciate Literature

英語教育における文学教材の新しい利用法

ー生徒に文学を鑑賞させるにはー



①物語の鑑賞（＝自分なりの読みが出来る）が出来る授業

② Reading活動だけに留まらない物語を使った授業

Writing活動やRole Playへ



４．今回使った教材

朋友出版 Let’s Learn English Series 4

Some Humorous Stories (ユーモア短編集)

The Kernel of the Plum(p.52～56)



学研
ジュニア・アンカー
英和・和英辞典

図書室には辞書
もあります。
英作文の授業を
する時には、毎回
使います。



５．授業のめあて
① 物語を鑑賞し、物語の内容を理解することができる。

② 物語の続きを創作し、それを「自分が書ける」英語で

書くことができる。

③ 班で協力し、物語のオリジナルエンディングを１つ完成

させる。

④ 英語図書に興味を持ち、教科書以外の英語図書を

読んでみようとする意欲を喚起する。



６．今回の授業の流れ（全２時間）

１時間目

①歌詞の聞き取り

②物語のListening

③物語のReading

④物語の内容理解

⑤ 物語の続きを予想する(個人で)



授業の様子・・・

物語の内容理解の
問題を解いています。



班に２冊辞書を
渡しています。

個人で物語の続きを
創作しています。



２時間目

① 歌詞の聞き取り

② 物語のReading(復習)

③物語のListening(T & F)

④物語の続きの創作

(Group Work)

⑤ Presentation

⑥物語の本当のラストの確認

⑦ ふり返り



T or F
ジェスチャーで〇か×か
を示してもらいました。

Group Work
１回目の授業で作ったアイデ
アをもとに、班で１つオリジナル
エンディングを考えています！



発表中の様子です。



• 各班のWork sheetは授業の最後に回収。

• ＡＥＴとともに、添削をしてから、班員分コピーをして、
生徒に渡しています。

• 各クラス全班分の作品を１枚のワークシートにして、次
時に生徒に配布。



７．授業内容を体験してみよう

① Please read the English story! (1 min)

② Please think about your original ending individually. 

(3 min)

③ Please make original endings in pairs. (5 min)

④ Presentation. (volunteer)

⑤本当のラストを確認しよう。



８．生徒の作品紹介



９．生徒のふり返りより
Ｑ１ 班で協力して、グループワークができましたか。

めっちゃできた できた
あまり

できなかった

１組 ８ ２ ０

２組 ４ ２ ４

３組 ９ １ ０

４組 ５ ５ ０

５組 ６ ３ ０

計 ３２ １３ ４

５組
無回答
１班あり



Ｑ２ 前回と今日の授業は楽しかったですか。

楽しかった まぁまぁ
あまり

楽しくなかった

１組 ６ ２ ２

２組 ３ ４ ３

３組 ７ ３ ０

４組 ４ ５ １

５組 ８ １ ０

計 ２８ １５ ６

５組
無回答
１班あり



10．まとめ
＜成果＞

・ふり返りを見ると今回の授業に

肯定的な生徒が多い。

・Writing活動にも興味を持ち、

意欲的に取り組んでいる生徒・班

が多かった。

・ 自主的に発表をした班も多かった。

・ 物語の内容が面白ければ、

洋書であっても生徒は興味を持つこと

がわかった。

＜課題＞

・評価をどうするか？

・班やクラスによる温度差がある。

・どうしても、人任せになってしまう

生徒がいた。

・まだ洋書に親しもうとする生徒は

ほとんどいない。興味を持てる洋書を

増やすことが必要である。

・子どもにとって、魅力的な洋書を

見つけることが大変である。



様々なご指導・ご助言がいただけると

嬉しいです！



ご清聴・ご参加
ありがとうございました！


